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ま
せ
て
入
場
す
る
な
ど
異
例

の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

開
会
冒
頭
に
、
令
和
元
年

度
に
亡
く
な
ら
れ
た
会
員
一

人
一
人
の
名
前
が
読
み
上
げ

ら
れ
、
二
十
五
名
の
物
故
者

に
対
す
る
黙
祷
が
捧
げ
ら
れ

ま
し
た
。

そ
の
後
、
西
島
理
事
長
か

ら
、
要
旨

「
本
総
会
は
、当
初
六
月
初

め
に
予
定
し
て
い
ま
し
た
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
で
、
施
設
の
利
用
が
出
来

な
い
状
態
が
続
き
、
今
日
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
施

設
管
理
者
か
ら
三
密
を
避
け

る
た
め
の
様
々
な
求
め
に
対

応
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
よ

う
な
開
催
は
初
め
て
の
こ
と

で
あ
り
、
皆
様
に
は
大
変
御

迷
惑
を
か
け
た
こ
と
を
お
詫

び
い
た
し
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

は
、
高
齢
者
を
中
心
に
成
り

立
っ
て
お
り
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
か
ら
身
を
守
る
に

は
、
体
調
管
理
が
非
常
に
大

切
で
す
。
皆
様
に
は
、
今
後

と
も
し
っ
か
り
体
調
の
管
理

に
努
め
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
、

社
会
全
体
へ
大
き
な
影
響
を

熊
本
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
の
令
和
二
年
度
定
時

総
会
が
、六
月
二
十
六
日
、中

央
区
桜
町
所
在「
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｕ

Ｒ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｃ
Ｈ
Ｉ　

Ｋ
ｕ
ｍ

ａ
ｍ
ｏ
ｔ
ｏ
」
内
の
熊
本
城

ホ
ー
ル「
シ
ビ
ッ
ク
ホ
ー
ル
」

に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

本
年
度
は
、
全
国
で
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
が
推
進
さ
れ
る
中
、
市
当

局
か
ら「
出
席
者
一
〇
〇
人

以
下
」、「
人
と
人
と
の
距
離

一
～
二
メ
ー
ト
ル
」、「
マ
ス

ク
着
用
」、「
会
場
の
換
気
」

等
が
求
め
ら
れ
、
出
席
者
全

員
が
検
温
と
手
の
消
毒
を
済

与
え
て
い
ま
す
が
、
こ
の
ウ

イ
ル
ス
は
人
の
活
動
に
よ
り

人
か
ら
人
へ
感
染
し
ま
す
。

そ
れ
を
避
け
る
た
め
に
人
の

活
動
が
ス
ト
ッ
プ
し
ま
す
。

し
か
し
、
農
産
物
等
の
物
流

に
つ
い
て
は
、
影
響
は
受
け

る
も
の
の
ス
ト
ッ
プ
す
る
に

は
至
り
ま
せ
ん
。
エ
ッ
セ
ン

シ
ャ
ル
ワ
ー
ク（
生
活
を
支

え
る
仕
事
）
と
も
言
わ
れ
る

地
域
社
会
の
基
盤
を
担
う
食

料
品
等
物
流
の
重
要
性
を
改

め
て
感
じ
て
い
ま
す
が
、
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
仕

事
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
社

会
基
盤
の
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル

を
担
っ
て
お
り
、
そ
の
こ
と

を
皆
さ
ん
と
と
も
に
社
会
に

訴
え
て
い
き
た
い
。

高
齢
化
社
会
と
人
口
の
減

少
及
び
人
材
不
足
と
い
う
状

令
和
二
年
度
定
時
総
会
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況
の
中
で
、
仕
事
が
で
き
る

人
は
、
ど
ん
な
階
層
で
あ
れ
、

若
者
か
ら
高
齢
者
ま
で
元
気

で
し
っ
か
り
頑
張
っ
て
も
ら

い
た
い
。
そ
れ
が
政
府
の
求

め
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
の

タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
る

の
が
高
齢
者
で
あ
り
ま
す
。

我
々
の
仕
事
は
、
こ
れ
ま
で

の
知
識
と
経
験
を
踏
ま
え
、

八
時
間
の
フ
ル
労
働
で
も
な

く
、
そ
の
人
の
体
調
に
合
わ

せ
て
出
来
る
極
め
て
柔
軟
な

仕
事
で
あ
り
、
ウ
イ
ル
ス
感

染
社
会
に
も
対
応
す
る
新
し

い
仕
事
、
就
業
の
形
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

に
求
め
ら
れ
て
い
る
地
域
社

会
へ
の
貢
献
と
い
う
も
の
を

推
進
す
る
た
め
、
三
つ
の
事

業
を
積
極
的
に
進
め
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

一
点
目
は
、
地
域
に
密
着

し
た
事
業
の
推
進
で
あ
り
ま

す
。今

年
度
か
ら
介
護
保
険
事

業
、
日
常
生
活
へ
の
支
援
事

業
を
推
進
し
ま
す
。
こ
れ
は
、

要
支
援
一
・
二
の
方
を
対
象

に
炊
事
、
洗
濯
、
食
事
の
介

助
を
行
う
事
業
所
を
立
ち
上

げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
少
し

長
い
期
間
を
要
し
ま
す
が
、

将
来
的
に
は
、
高
齢
に
な
り

体
が
弱
っ
て
何
ら
か
の
支
援

を
欲
す
る
時
、
特
に
一
人
身

に
な
っ
た
時
に
、
介
助
へ
の

思
い
が
強
く
な
っ
て
く
る
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

そ
の
思
い
に
応
え
て
、
か
つ

て
自
分
が
働
い
て
い
た
と
こ

ろ
の
サ
ポ
ー
ト
が
得
ら
れ
る

な
ら
ば
、
介
助
を
受
け
る
人

が
一
番
心
配
す
る
心
細
さ
が

な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と

い
う
の
が
私
の
発
想
で
す
。

順
次
展
開
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
空
き
家
対
策

も
進
め
て
い
き
た
い
。
一
人

住
ま
い
の
高
齢
者
が
亡
く
な

ら
れ
、
子
供
達
は
遠
方
に
住

ん
で
い
る
た
め
管
理
の
及
ば

な
い
空
き
家
の
草
刈
り
や
家

の
開
け
閉
め
等
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
空
き
家
対
策
事
業
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。二

点
目
は
、
会
員
の
拡
大

で
あ
り
ま
す
。

地
域
社
会
へ
の
貢
献
と
い

う
役
割
を
果
た
す
に
当
た

り
、
会
員
が
多
け
れ
ば
多
い

ほ
ど
実
績
も
上
が
る
の
で
是

非
実
現
し
た
い
。
拡
大
の
良

2
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と
思
わ
れ
る
よ
う
な
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
づ
く
り

に
、
皆
さ
ん
と
と
も
に
努
め

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

本
日
は
、
冒
頭
に
お
亡
く

な
り
に
な
っ
た
方
の
御
霊
を

弔
い
、
ま
た
永
年
に
亘
り
貢

献
さ
れ
た
会
員
の
表
彰
を
紙

面
で
御
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
亡
く
な
ら
れ
た

方
、表
彰
を
受
け
ら
れ
た
方
、

と
も
に
今
日
の
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
を
築
い
て
い
た

だ
い
た
方
々
で
あ
り
ま
す
。

皆
様
に
感
謝
し
つ
つ
次
の
段

階
に
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。」
旨

挨
拶
が
あ
り
、
そ
の
後
、
定

足
数
と
総
会
の
成
立
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。

次
に
、議
長
が
選
出
さ
れ
、

次
の
議
案
が
順
次
審
議
さ
れ

い
方
法
に
マ
ス
コ
ミ
等
に
よ

る
宣
伝
も
あ
り
ま
す
が
、
何

と
い
っ
て
も
一
番
良
い
の

は
、
皆
さ
ん
の
口
コ
ミ
だ
ろ

う
と
思
い
ま
す
。
自
分
も

や
っ
て
い
る
か
ら
是
非
一
緒

に
し
ま
し
ょ
う
。
そ
れ
が
、

皆
さ
ん
に
対
す
る
信
頼
も
手

伝
っ
て
広
が
っ
て
い
く
と
思

い
ま
す
。

三
点
目
は
、
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
で
あ
り
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

は
、
明
る
く
楽
し
い
と
こ
ろ

で
、
元
気
な
高
齢
者
が
地
域

を
支
え
て
い
る
と
い
う
こ
と

を
多
く
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て

い
た
だ
く
た
め
、
い
ろ
ん
な

場
面
で
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
い
き

た
い
。

ま
た
、
会
員
の
皆
さ
ん
か

ら
は
、
入
会
し
て
良
か
っ
た

ま
し
た
。

議
案
第
一
号

令
和
元
年
度
事
業
報
告
に

つ
い
て

議
案
第
二
号

令
和
元
年
度
収
支
決
算
報

告
に
つ
い
て

監
査
報
告

議
案
第
三
号

定
款
の
一
部
改
正
に
つ
い

て議
案
第
四
号

第
六
次
中
期
計
画
書
に
つ

い
て各

議
案
は
、
そ
れ
ぞ
れ
質

疑
応
答
を
経
て
、
原
案
通
り

議
決
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
事
務
局
よ
り

一　

令
和
二
年
度
事
業
計
画

に
つ
い
て

二　

令
和
二
年
度
収
支
予
算

と
資
金
調
達
及
び
設
備
投
資

に
関
す
る
見
込
み
に
つ
い
て

報
告
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
質
疑

応
答
を
経
て
終
了
し
、
閉
会

と
な
り
ま
し
た
。　

広
報
委
員
会　

中
村
光
明
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集
し
て
、十
一
月
か
ら「
な
ご

み
会
」
と
呼
称
す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
現
在
幹
事
七

名
、
監
査
役
二
名
の
九
名
体

制
で
運
営
し
て
い
ま
す
。
昨

年
度
は
、
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
等
の
イ
ベ
ン
ト
を
計
画

し
て
い
ま
し
た
が
、
新
型
コ

定
時
総
会
終
了
後
、
同

ホ
ー
ル
で
会
員
親
睦
会（
な

ご
み
会
）
総
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

最
初
に
田
上
会
長
か
ら
、

「
会
員
親
睦
会
が
昨
年
六

月
、
会
員
の
親
睦
と
融
和
を

図
る
目
的
で
設
立
さ
れ
、
そ

の
後
、
親
睦
会
の
愛
称
を
募

い
で
す
。」
旨
挨
拶
が
あ
り
、

そ
の
後
、
定
足
数
の
報
告
と

会
の
成
立
が
報
告
さ
れ
、
続

い
て
議
事
録
署
名
人
及
び
議

長
選
出
が
行
わ
れ
た
後
、
議

事
に
入
り

議
案
第
一
号

令
和
元
年
度
事
業
報
告

議
案
第
二
号

令
和
元
年
度
収
支
決
算
報

告
監
査
報
告

議
案
第
三
号

令
和
二
年
度
事
業
計
画

議
案
第
四
号

令
和
二
年
度
収
支
予
算

の
各
議
案
が
、
そ
れ
ぞ
れ
質

疑
応
答
を
経
て
、
原
案
通
り

議
決
、
承
認
さ
れ
、
閉
会
と

な
り
ま
し
た
。

広
報
委
員
会　

中
村
光
明

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ

り
実
施
直
前
に
中
止
せ
ざ
る

を
得
な
く
な
り
、
実
施
出
来

た
の
は
、「
日
帰
り
旅
行
」、

「
卓
球
」、「
ゴ
ル
フ
」
だ
け
で

あ
り
ま
し
た
。
本
年
度
も
日

帰
り
旅
行
等
イ
ベ
ン
ト
を
計

画
し
、
会
報
等
で
事
前
連
絡

い
た
し
ま
す
が
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状
況
次

第
で
は
計
画
倒
れ
に
な
り
か

ね
な
い
の
で
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
一
日
も
早
い
収

束
を
願
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

親
睦
会
は
、
発
足
し
て
ま

だ
一
年
に
し
か
な
り
ま
せ
ん

の
で
、
皆
さ
ん
の
御
意
見
や

希
望
等
を
お
聞
き
し
な
が
ら

運
営
に
当
た
り
た
い
と
思
い

ま
す
。
電
話
で
も
結
構
で
す

か
ら
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
幸

令
和
二
年
度
会
員
親
睦
会

（
な
ご
み
会
）
総
会

4

（令和２年８月発行）



密
を
避
け
な
が
ら
開
催
す
る

こ
と
と
し
た
。
昨
年
の
安
全

大
会
開
催
一
週
間
後
の
死
亡

事
故
を
踏
ま
え
、
安
全
で
適

正
な
就
業
を
実
現
す
る
た
め

に
は
、
そ
の
た
め
の
様
々
な

取
り
組
み
を
会
員
の
皆
様
に

知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
如

何
に
大
切
で
あ
る
か
を
痛
感

し
た
。
本
日
の
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
で
は
、
誰
も
が
経
験

す
る
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
情
報
を

ど
の
よ
う
に
し
て
伝
え
、
知

り
、
理
解
し
、
す
べ
て
の
会

員
の
共
有
情
報
と
す
る
た
め

の
方
策
に
つ
い
て
考
え
、
事

故
防
止
に
つ
な
げ
て
い
き
た

い
。」
旨
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

続
い
て
、
表
彰
式
が
あ
り
、

次
の
と
お
り
表
彰
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

一�

　
安
全
・
適
正
就
業
優
良

班
表
彰〈
無
事
故
・
無
ト
ラ

ブ
ル
班
〉

七
年
連
続

　

剪
定
東
七
班　

　
　

安
全
管
理
責
任
者

　
　
　

沖
中　

豊
治 

会
員

　

剪
定
西
一
班

　
　

安
全
管
理
責
任
者

　
　
　

山
之
口　

明 

会
員

五
年
連
続

　

剪
定
南
六
班

　
　

安
全
管
理
責
任
者　

　
　
　

児
玉　

憲
男 

会
員

　

剪
定
北
四
班

　
　

安
全
管
理
責
任
者　

　
　
　

緒
方
美
喜
生 

会
員

　

除
草
北
一
班

熊
本
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
の
令
和
二
年
度
安
全

大
会
が
、
七
月
三
十
一
日
、

熊
本
市
国
際
交
流
会
館
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
は
、
本
県
で
も
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が

拡
大
し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま

え
、
参
加
者
も
限
ら
れ
、
安

全
・
適
正
就
業
委
員
会
を
は

じ
め
正
副
部
会
長
、
役
職
員

が
出
席
し
、
検
温
、
マ
ス
ク

着
用
、
手
指
消
毒
等
の
感
染

防
止
対
策
を
行
い
、
開
催
と

な
り
ま
し
た
。

西
島
理
事
長
か
ら「
昨
年

は
二
年
連
続
し
て
重
篤
事
故

が
発
生
し
た
。本
年
度
は
、こ

の
事
故
ゼ
ロ
を
念
願
し
、
三

　
　

安
全
管
理
責
任
者　

　
　
　

溝
口　

武
充 

会
員

　

除
草
北
三
班

　
　

安
全
管
理
責
任
者　

　
　
　

黒
木　

公
司 

会
員

　

産
交
バ
ス
時
刻
表
班

　
　

班
長 

松
尾　

徹 

会
員

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
防
止
の
た
め
右
代
表
と
し

安
全
大
会
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て
、
剪
定
東
七
班　

副
班
長　

松
村
定
典
会
員
に
表
彰
状
及

び
記
念
品
が
授
与
さ
れ
ま
し

た
。

二 

　
安
全
・
適
正
就
業
強
化

月
間
応
募
作
品
入
賞
者
表

彰
　
最
優
秀
賞

　
事
故
招
く
　
お
ご
り
と
無

理
と
　
思
い
こ
み

　

会
員
番
号
一
八
三
二

　
　

村
上　

子
明 

会
員

　
優
秀
賞

　
慣
れ
た
作
業
に
落
と
し
穴
　

初
心
に
戻
っ
て
安
全
確
認

　

会
員
番
号
一
〇
四
四
八

　
　

山
田　

健
二 

会
員

　
佳
作

　
こ
れ
で
い
い
　
軽
い
気
持

ち
が
　
事
故
の
も
と

　

会
員
番
号
七
六
三
七

　
　

渡
辺　

洋
起 

会
員

　
　
安
全
は
　
日
々
の
点
検
　

積
み
重
ね

　

会
員
番
号
八
八
〇
二

　
　

永
野　

賢
一 

会
員

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
防
止
の
た
め
右
代
表
と
し

て
、
最
優
秀
賞
村
上
子
明
会

員
に
表
彰
状
及
び
記
念
品
が

授
与
さ
れ
ま
し
た
。

次
に
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

が
あ
り
、
安
全
大
会
に
出
席

し
た
部
会
、
委
員
会
の
メ
ン

バ
ー
を
一
般
作
業
関
係
、
管

理
業
務
関
係
、
女
性
会
員
就

業
関
係
及
び
剪
定
業
務
関
係

に
グ
ル
ー
プ
化
し
、各
グ
ル
ー

プ
で「
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
の
情
報

共
有
」
を
テ
ー
マ
に「
ヒ
ヤ
リ

ハ
ッ
ト
事
例
の
抽
出
が
困
難

な
理
由
や
課
題
」
等
に
つ
い

て
熱
心
に
討
議
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
成
果
は
、
各
グ
ル
ー
プ

の
代
表
者
に
よ
り
大
会
全
参

加
者
に
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
最
後

は
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
に
対

す
る
理
事
長
の
講
評
と
総
括

を
経
て
令
和
二
年
度
の
安
全

大
会
は
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

広
報
委
員
会　

中
村
光
明

6
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令和２年

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

は
、
会
員
の
皆
様
へ
の
迅
速

な
連
絡
方
法
と
し
て
、
全
国

の
自
治
体
や
学
校
で
幅
広
く

使
用
さ
れ
て
い
る「
あ
ん
し
ん

メ
ー
ル
」
を
利
用
し
た
配
信

シ
ス
テ
ム
を
始
め
ま
し
た
。

　

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
連
絡

網
シ
ス
テ
ム
と
し
て
会
員
の

方
々
へ
の
緊
急
時
の
連
絡
や

召
集
に
活
用
で
き
る
と
と
も

に
、
通
信
費
等
の
節
約
も
可

能
と
な
り
ま
す
。

　

未
登
録
の
方
は
、
登
録
に

御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

設
定
に
つ
い
て
は
事
務
局
で

お
手
伝
い
出
来
ま
す
の
で
気

軽
に
御
相
談
く
だ
さ
い
。

４月  ９日 総務委員会
16 日 なごみ会幹事会
21 日 安全パトロール（熊本県ＳＣ連合会）

5 月14 日 監事監査
19 日 なごみ会監査
26 日 理事会

６月  １日 なごみ会幹事会
４日 連合会派遣推進委員会（熊本県ＳＣ）

10 日 新入会員オリエンテーション
19 日 連合会定時総会（熊本県ＳＣ）
22 日 安全適正就業委員会
24 日 新入会員オリエンテーション
26 日 定時総会

７月  １日 管理業務部会
８日 新入会員オリエンテーション

16 日 なごみ会幹事会
広報委員会

17 日 安全巡回パトロール
20 日 新人管理希望会員研修会
22 日 新入会員オリエンテーション
31 日 安全大会

新人管理希望会員研修

「
あ
ん
し
ん
メ
ー
ル
」

登
録
に
つ
い
て

熊
日
読
者
文
芸

　
俳
句
の
部
　
入
選
作
品

　
薫
風
や
　
日
記
を
と
じ
て
　
母
偲
ぶ

�

会
員
番
号
　
八
四
四
六
　
相
馬
　
妙
子

火
の
く
に
　
投
稿
作
品

　
肥
後
狂
句

　
昔
は
お
じ
ゃ
め
　
今
ゲ
ー
ム

よ
う
と
わ
か
ら
ん
　
高
齢
者

�

会
員
番
号
　
四
七
五
〇
　
萩
本
芙
紗
子

火
の
く
に
　
投
稿
作
品

　
肥
後
狂
句

　
気
持
は
　
小
野
小
町
の
百
人
一
首

　�（
花
の
色
は
移
り
に
け
り
な
い
た
づ
ら
に

我
が
身
世
に
ふ
る
な
が
め
せ
し
間
に
）

�
会
員
番
号
　
四
七
五
〇
　
萩
本
芙
紗
子
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